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専門性のある内容がパワーアップ
外来健康教室のご紹介
医師の診療業務をアシスト
ドクタークラークの業務
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安心・安全な医療を提供するために

術前支援室が開設
PICK UP!
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Q：副院長になられてご自身が、
変わったなと感じられる点はどのよ
うなことでしょう。
　「これまでは小児科部長として小
児医療を中心に、広く見ても新生児
内科や小児外科、産科などを含め
た成育医療という枠組みの中でいろ
いろ考えていましたけど、副院長と
してはさらに広く病院全体を見渡す
責務があり、最初は力不足ではな
いかと少々不安もありました。また
様々な会議が多くなるとは覚悟して
いましたが想像通り多くなりました。
しかし、坪内院長を座長とする幹
部会議をはじめ、多数の会議を通
して徐々に病院全体を理解できるよ
うになったかなと思います。それに
より、今私が感じているこの病院は
年々いい方向に発展しているなとい

う印象です。まだまだ知見を重ねな
いといけない部分、改善しないとい
けない部分は多 あ々りますが、坪内
院長が常々話されている当院のめざ
す医療、経営、拡充に少しでも役
に立てればと願っています」
　
Q：小児科医としての立場から見
て小児医療の現状はいかがでしょ
う。
　「日本ではだいぶ以前から少子化
が話題となっていました。また小児
入院患者数の減少は全国的に見て
もほぼ共通の出来事となっていま
す。大きく変化したきっかけは少子
化以外に予防接種の普及だと考え
ています。これにより急性期疾患
の軽症化に伴い、入院治療を要す
る患者数が減少したと考えます。一
方、産科、新生児、小児医療の発
展は出生後の生存率の向上をもたら
しました。一部の障害を持った児も

多くなり、この子達への種々の医療
ケアが今後増加するものと考えてい
ます」

Q：病院感染対策責任者を担当さ
れていますが、現状の病院感染対
策について教えて下さい。
　「病院感染対策の主な目的は、患
者さんを不利益となる感染症から守
ること、医療従事者を感染症から
守ることです。日本では、もともと
米国の CDC というところが提唱し
ている病院感染対策を元にしていま
すが、CDC は各病院の規模に応じ
た柔軟な対策を認めています。当
院は規模の大きい病院ですし、患
者数も職員数も多く感染対策室に
は毎日いろんな問題情報が飛び込
んできます。感染対策費用もかなり
必要なのですが、当院は患者さん
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と医療従事者両方に積極的な対策
費用を捻出してもらっており助かっ
ています。そのため高いレベルの
対策が出来ていると自負しています
が、患者さんも職員も流動的です
ので、現状に満足することなく継続
的対策が大切と考えています。感
染対策の要は感染対策チーム
（ICT）が速やかに活動できること
です。中でも感染制御看護師は情
報収集や広報、教育、指導など多
岐の仕事があり、現在専任は 1 人
での対応となっているため、できれ
ば複数の専任看護師で対応できる
体制が理想と考えています。」

Q：最後に抗菌薬の供給不足が問
題になっていますが
　「そうですね。当院だけの問題で
はなく全国的に抗菌薬の供給が
滞っています。厚労省が進める薬

剤耐性（AMR）対策は、世界的
に問題となっている耐性菌（抗菌
薬が効かない菌）を増加させない
ために、適正な抗菌薬を、適正な
量と期間で、必要な場合に限り使
用するように求めています。病院内
で耐性菌を増やさない、拡散させ
ないということは感染対策上と
ても重要なことです。感染症
の治療にはいくつもの抗菌薬
から選択して使用しなければ
なりませんが、現在、その選
択が自由にできない事態と
なっています。薬剤部では抗
菌薬の仕入れと当院での使用
状況のチェックなど日夜奔走し
ています。来年度には供給不
足も改善される予定と聞いてい
ますが、それまで薬剤部の専
任薬剤師をはじめ ICT では使
える抗菌薬をいかに適正に

使ってもらうかに苦心しているところ
です。
　私が担当になってから今日まで、
小さな流行（アウトブレイク）はあ
りましたが、重大な感染流行が起
こっていないことに対し全職員に感
謝しています。」

多数の会議を通して
病院全体の理解を深める

高いレベルの病院感染対策を
継続していくことこそが大切

　令和の時代を迎え、本号から“鹿児島市立病院だよ
り”は、“PARTNERSHIP”－鹿児島市立病院だより－にな
りました。同時に、これまでは医療連携室のスタッフによ
り手作業で作成していましたが、本号から斯文堂株式会
社に制作を担当していただくことになりました。“鹿児島
市立病院だより”には手作りの良さがありましたが、多
忙な医療連携室のスタッフの負担を軽減するためと、紙
面を一新して鹿児島市立病院の医療連携をさらに推進
するために委託することにしました。
　“PARTNERSHIP”には“協力（関係）、提携“という意味
があるのはご存知のとおりで、私たちは”医療連携“とい
う意味を込めました。“PARTNERSHIP”は、それぞれ独
立した組織である市立病院と連携医療機関がお互い連
絡し合い、協力関係を構築して、患者様のための医療を
提供することを表した言葉です。また、医療従事者と患
者様の良好な協力関係という思いも込められていま
す。類似の言葉に“COOPERATION”や“COLLABOLA

TION”があります。“COOPERATION”の意味も“協
力、提携”ですが、“PARTNERSHIP”が友好的な協力関
係を意味するのとは異なり、少し重い意味を持つことが
あります。“COLLABOLATION”には“協働”という意味
があり、いくつかの組織が同じ目的のために対等の立場
で働くことを意味するので、この言葉も少しニュアンス
が異なります。
　鹿児島市立病院は、この病院広報誌を通してそれぞ
れの役割を持つ多くの医療機関と“対等で友好的な協
力関係（PARTNERSHIP）”を築き、一緒に患者様に満足
していただける、いい医療を提供していきたいと思いま
す。どうかよろしくお願いします。

院長コラム

“PARTNERSHIP”

坪内 博仁
　鹿児島市立病院 院長
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PICK UP!

亀島 智子 医療連携・入退院センター　  野間口 佳世子 術前支援室

　入退院センターは、2019年８月１日
より術前支援室を開設し、入院支援
室と役割分担をしました。術前支援
室は、中央手術室で手術をうける目
的で入院する患者さんの入院前のフ
ローを一元化し、対応する部署にな
ります。人員配置は、術前支援室が2
名の看護師、入院支援室は、看護師
9名と看護補助者2名、さらに薬剤師
や管理栄養士、医療ソーシャルワー
カー、退院支援看護師など多職種と
連携し運用しています。

　術前支援室が稼働されることで、
標準化された術前検査・説明を行
い、患者さんに安心・安全な医療を
提供することができます。また、術前
業務を一元化することで診療科や外
来の負担軽減につながると考えてい
ます。今回は、消化器外科の一診療
科からの運用ですが、徐々に対象診
療科を拡充していく予定です。
　入退院センターは、多職種と連携
を図り、質の高いチーム医療を実践
し、患者さん中心の医療サービス・
支援を提供したいと考えています。

（亀島 智子）

術前支援室の開設について
患者のみなさんに安心・安全な医療を提供する

術前検査や説明の標準化と
業務一元化による負担軽減

　術前支援室の立ち上げから多職
種の協力を得て 8 月 1 日の稼働を迎
えることができました。多くの困難
なことも相談することで解決がはか

れ、この日を迎えることができまし
た。一人ひとりの患者さんに寄り添
い、安心して手術が受けられるよう
にサポートしていきたいと思います。
お近くに来られた際は、施設見学を
されてみてください。

（野間口 佳世子）

患者さんに寄り添って
サポートしていく体制づくり
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堀  剛 緩和ケアセンター長

ほり・たけし
医学博士
日本内科学会認定内科医
日本消化器病学会専門医・指導医
日本消化器内視鏡学会専門医・指導医
日本肝臓学会専門医・指導医

　がんが発見されたときから生じる
患者さんの身体的苦痛、精神的苦
痛に対応できる緩和ケアを提供をし
ています。
　日本人の二人に一人が生涯におい
て患う可能性があるとされる「が
ん」。がん患者さんには、多くの症
状とともに、がんによる身体的な痛
みだけではなく、がんと診断された
ことや治療を受けることによる精神
的苦痛を強いることとなります。「緩
和ケア」においては、がんが進行し
た時期だけでなく、がんと診断され
たときから、がんの積極的な治療中

においても生じるこれらの苦痛に対
応することが必要とされています。
当院でも多くのがん患者さんを診療
しており、その数は年々増加してい
ます。がん患者さんへの「緩和ケア」
を充実させ、当院のがん診療体制を
より高度化するために、平成 31年４
月１日より緩和ケアセンターを開設し
ました。緩和ケアセンターでは、身
体的苦痛に対応する専任の内科医
師、さらに精神的苦痛の診療に関与
する専任の精神科医師を配属し、
緩和ケアのジェネラルマネージャー、
専従の看護師２名とともに診療にあ
たっています。また看護師、薬剤師、
臨床心理士、栄養士、理学療法士
などの多職種による緩和ケアチーム

を組織し、毎週のカンファレンスを
通じて院内のがん患者さんの様々な
苦痛を緩和できるよう努めておりま
す。６階南病棟には緊急緩和ケア
病床を設け、外来にて加療されてい
るがん患者さんの症状の変化にも対
応できる体制を整えております。近
年では心不全の患者さんに生じる身
体的、精神的苦痛の緩和にも緩和
ケアチームの関与が必要とされてお
り、当センターでも重要な役割とし
て取り組んでいます。

患者さんの様々な苦痛を緩和させるために
がん診療体制をより高度化するための緩和ケアセンターが始動！

多職種によるチーム組織で
身体的・精神的な苦痛を緩和
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中澤 潤一 腫瘍内科

なかざわ・じゅんいち
日本内科学会認定内科医
日本消化器病学会専門医
日本がん治療認定医
日本臨床腫瘍学会 がん薬物療法専門医

　腫瘍内科とは化学療法を中心に
様々な臓器のがんに対する治療を行
う科のことです。当科は平成31年4月
より消化器内科医師2名が異動して
新設されました。2名の医師のうち1
名は化学療法の専従医で主に外来
化学療法室で活動しています。もう1
名は緩和ケアの専従医です。
　当院はがんに関連する診療科がす
べて揃っておりますので、当院の腫
瘍内科は消化器癌、原発不明癌、希

少癌の化学療法、緩和ケアや副作用
に対する支持療法について担当して
おります。
　外来化学療法件数は当院が移転
した2015年度は2743件でしたが、
2018年度は5611件と倍増し、外来化
学療法全体の約4割が腫瘍内科の
担当となっています。これは化学療
法自体の治療成績の向上や制吐剤
をはじめとする有害事象に対する支
持療法の発達によるものと考えられ
ます。外来化学療法件数の増加に対
しては、マンパワーの確保や他の医
療機関との連携が重要と考えてお

り、患者さんの不利益にならないよ
う努めていきます。
　今後の化学療法は、ゲノム検査の
保険適応もあり、がんの遺伝子変異
に応じた、臓器別ではない、それぞ
れのがんがもつ増殖の仕組みを標的
にした治療へと移行が加速すると思
われます。そのため臓器横断的にが
んを診療する機会が増加し、化学療
法のニーズは高まることが予想され
ます。しかし、その受け皿としては現
状では腫瘍内科医師は2名のみ、化
学療法室の看護師数も慢性的に不
足している状況があり、今後はマン
パワーをはじめとするソフト面、化学
療法室のベッド数などのハード面と
もに整備していくことが課題と考え
ています。

化学療法を中心にがん治療を行う腫瘍内科
増加する外来化学療法全体の約４割を占める

治療成績の向上や支持療法の
発達で件数が増加
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　外来では、平成29年11月より患者さん家族の健康予防の指

導と健康管理の情報提供を行うことを目的に、健康教室を始

めました。毎月開催しており、令和元年10月で22回目となりま

す。今回の健康教室は、「あなたの手・足の筋力は？」という

テーマで、内容は上肢・下肢の筋力測定と筋力アップの運動

紹介の予定です。昨年度までは、外来副師長が中心となり企

画運営をしていましたが、今年度より、外来主査も運営に参加

しています。健康教室参加者の指導や相談をしてくれる職種

は、各領域の認定看護師・理学療法士・管理栄養士・歯科衛

生士・ソーシャルワーカーなどで、毎回専門性のある教室を開

催しています。

　健康教室のポスターは、多くの方の目に留まるよう正面玄

関・東玄関・外来待合に開催日の1週前に掲示しています。健

康教室当日には採血室前にもポスターを掲示し、テーマによっ

ては、関連のある診療科に参加の呼びかけを依頼することで、

「医療者からの勧めで参加した」と来られる方もいて、診療の

待ち時間の有効活用にもなっています。また、多くの方に興味

を持っていただけるように、健康教室開催時間に合わせて、会

場前に血圧計を設置し、気軽に血圧測定をしていただけるよ

うにしました。血圧測定をされる方には健康教室の開催内容

を説明し参加を呼び掛けたり、訪れた方が日頃から疑問に

思っていることに対しての質問にも対応しています。訪れた方

の中には、外来受診日ではなくても「興味のあるテーマだった

から来ました」と参加される方もいます。

　今後も外来の診療や会計の待ち時間、入院・退院前などの

時間を利用し、患者さんだけでなくそのご家族が、「何かやっ

ているな」「ちょっと相談してみよう」と、気軽にお越しいただ

けるような内容を企画し、実施していきたいと考えています。

今年度より外来主査も運営に加わり
専門性のある内容がますますパワーアップ

たくさんの方に気軽に参加してもらえるような
充実した企画内容をの実施

認定看護師による手洗い指導

来場者の血圧測定

次回は10月29日に開催

外来健康教室のご紹介
各領域の専門スタッフによる健康予防の指導や健康管理の情報
提供などを行う健康教室をご紹介します。たくさんの方々のご
参加をお待ちしています。

私たちが活動しています！

このポスタ
ーが

目印です！
このポスタ

ーが

目印です！
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児浦 みゆき 医師事務作業補助者指導責任者

　医師事務作業補助者は、医師業
務の負担軽減を目的として、平成20
年の診療報酬改定加算を契機に多
くの病院で導入されました。
　当院ではドクタークラークと称し、
当初10数人でスタート、徐々に人員を
増やし現在は40人前後の大所帯で
す。
　診療各科に配属され、医師の最も
近くに居て事務作業の多くを補助
し、日々のスムーズな診療業務を支え
ています。
　業務内容は、国のガイドラインを
遵守した当院の「医師事務作業補助
者業務基準」をもとに、診療科の特
徴を加味しています。
共通の業務は、
　①診断書等の文書作成補助

　②診療記録への代行入力
③各種登録作業や研修会議等の
準備運営

などで、油断できない気配りのいる
内容ばかりです。
　カルテから下書きを書く能力とし
て、科の一般的な病名や検査、薬、
大まかな治療の流れを習得していく
モチベーションの高さに加え、医師
や周りとの意思疎通も大切です。
　ほとんどが医療現場に縁のなかっ
た人ですが、採用時研修やOJT、ク
ラーク研修会を通して、戸惑いなが
らも学習を重ね、知識とスキルを磨
き、多職種とのコミュニケーションの
中で患者さん家族やチーム全体の立
場に立った対応ができるようになっ
ていきます。
　そうして医師の信頼を得て、パート
ナーとして成長していきます。
「診療日にクラークさんがいるのと、

いないとでは大違い、感謝しかな
い」という医師の声を聴くと、心から
嬉しくなります。

　10年が経過し、ドクタークラーク
業務として確立してきた部分とそうで
ない部分が明確になり、課題点も明
らかになってきました。
　これはどこの病院も同じで、医師
事務作業補助者の在り方は転換期
にあると言えます。
　いずれ名称統一や業務内容、権限
などが整理され、専従的職業として
認定されていくと思われますが、当
院のドクタークラークは先駆者から
推進者へと、これからも皆で団結し
て頑張ります。よろしくお願い致しま
す。

日々の診療を支えるドクタークラーク
医師の最も近くにいて、スムーズな診療業務をアシスト

医師の信頼を得ながら
パートナーとして成長する

先駆者から推進者へ
団結して転換期を乗り越える

　私は以前、医療事務の仕事をして
いたためドクタークラークという仕事
にとても興味がありました。医療事
務では行えなかった診断書の作成な
ど医療知識を深め、今後も病院で働
いていくために必要なスキルを身に
つけるきっかけになればと思い、当
院でのドクタークラークを希望しまし
た。
　主な仕事内容は、診断書や紹介状
の作成、検査オーダーの入力、小児
外科で行った手術の登録など各科で
業務内容は様々ですが、医師の指示
のもとに医師が行う事務作業を代行
で行っております。また、患者様や看
護師、院外の方 と々関わることも多い

ためコミュニケーション力が必要な
仕事だと感じています。

　最初の頃は疾患名を覚えることや
英語で記載された医師記録を理解す
ることが大変でしたが、先生方が一
から教えてくださり少しずつカルテ内
容を理解しながら書類を作成できる
ようになりました。診察を通して学ぶ
ことも多く、患者様の状態や治療計
画などを事務職としてより専門的に
学ぶことができるのは、医師の診察
を一番近くでみることができるドク
タークラークだからこそと思います。
　ぜひ、ドクタークラークとして私た
ちと一緒に鹿児島市立病院で働きま
せんか。

事務処理能力だけでなく
コミュニケーション能力も必要

診察を間近で見て学べるのは
ドクタークラークならでは

特別企画ー市立病院の取組

現場の声

東園 織絵 小児外科クラーク

医師の診察を一番近くで学び、より専門的な学びを得られる

医師が行う業務のうち、事務的な業務をアシストする医師事務作業補助者（ドクタークラーク）。
医療現場の質の向上においてその存在は欠かせないものとなっており、重要度は高まっています。
鹿児島市立病院でも現在、約40人のドクタークラークが日々頑張っています。
今回はそんなドクタークラークの業務をご紹介します。

小児外科外来での 1日の業務の流れ
  8:25  朝礼
  8:30  外来診療開始
　〜　  代行入力・患者対応
12:30  診療終了
  休憩
13:30 
　〜　  診療情報提供書・返書作成・電話対応
16:00 
　〜　  次回予約確認・書類取り込み
17:15  終了

　図書・情報コーナーは、これまで建物中央のエ
レベーター近くに配置していましたが、８月からの
入退院センター（術前支援室）の拡充に伴い、総
合待合側に移設しました。
　図書コーナーは、外来患者さんや付添いの方々
が、待ち時間などに自由に利用できる、くつろげる
場として設けており、入院患者さんへも貸し出し
ております。
　今回、患者さんから分かりやすい場所に配置で
き、多くの皆様にご利用いただいております。
　また、情報コーナーについても、アピアランスケ
ア等がんに関するお知らせなど、患者さん向けの
情報発信をさらに充実させております。

図書コーナー・情報コーナーについてお知らせ

情報コーナー図書コーナー
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特　　集

CASE 01

医療法人 光風会
有馬・藤島内科クリニック

一般内科・消化器内科・腫瘍内科・リハビリテー
ション科

■住所／鹿児島市与次郎1丁目3-12
■TEL／099-251-6336
■URL／http://www.koufuu-kai.com/
■駐車場／17台
■アクセス／鹿児島市営バス「与次郎ヶ浜」下車
　　　　　　徒歩4分
　　　　　　ロイヤルホスト鹿児島店裏

診療科目

ホームページ

堀 藤島先生は以前、鹿児島医療セン
ターの消化器内科にいらっしゃったん
ですよね？
藤島　はい。ですから市立病院の先生
方のこともよく存じています。当院の理
事長も市立病院の消化器外科OBです
ので、貴院とのつながりは深いと思って
います。
堀　貴院からの紹介は主に消化器系の
がん患者さんですが、当院では超音波
内視鏡やPET-CTなどの検査を行って
正確な診断を行うようにしています。
藤島　私もよく存じている先生方が多
いので安心して患者さんを紹介できま
す。検査後の治療方針は、やはり内科、
外科、放射線科の先生方と一緒に立て
るんでしょうか？
堀　はい。それが当院の強みだと思っ

ています。合同で
話し合ってベスト
な治療方針を決
定しています。治
療が終了すると
再び貴院で長期
の化学療法を行
うという流れです

が、お互いの病院が補完しあって治療
を行なっていますよね。
藤島　そうですね。抗がん剤治療を行
うと食欲や体力が低下してしまうので、
当院では、がん患者さんのリハビリにも
力を入れて、在宅復帰に向けた治療を
行っています。

堀　市立病院には最新の設備が整って
いますが、当院にも足りない部分はあっ
て、たとえば患者さんの家庭環境や仕
事などのバックグラウンドが分かりづら
いという部分があります。
藤島　そのような点は、かかりつけ医で
ある私からなるべくお伝えするように心
がけています。病気だけではなく、患者
さんのバックグラウンドまで共有して連

携することが大
切だと感じてい
ます。
堀　おっしゃる通
りです。患者さん
の中には、貴院か
ら当院に転院し、
また別の病院に
転院する方もいます。患者さんからす
れば、転院は不安なことが多いと思うん
です。でもそのときに大切なのは、私た
ち医師が「信頼できる先生だから安心し
てください」と患者さんに伝えること。
医師同士の信頼関係は、おのずと患者
さんにも伝わるはずです。
藤島　そうですね。今後も連携をしっか
りとって、一緒に患者さんを支えていき
たいと考えております。これからもよろ
しくお願いします。
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お互いの病院が補完しあって、
患者さんを救う

医療連携で大切なのは、
医師同士の信頼関係

CASE 02

医療法人 一誠会
三宅病院

内科・消化器内科・呼吸器内科・放射線科・
リハビリテーション科

■住所／鹿児島市谷山中央7-3-1
■TEL／099-268-3512
■URL／http://www.miyake-hp.or.jp
■駐車場／55台
■アクセス／JR谷山駅から徒歩10分
　　　　　　ガラス張りのドーム屋根が目印

診療科目

ホームページ
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時村　市立病院の脳神経外科では、急
性期脳卒中、脳腫瘍、外傷他、様々な脳
神経外科疾患に対する治療を行ってい
ます。中でも急性期脳卒中の患者さん
は、迅速な対応が求められるため、ドク
ターヘリやドクターカーにより、より早く
鹿児島全域から搬送されてきます。
松迫　三宅病院からもこの１年間で15
件の患者さんを貴院に救急搬送しまし
た。
時村　そうですね。当院には脳梗塞に
対するｔ‐ＰＡ療法や血管内手術による血
栓療法あるいはクモ膜下出血などの治
療を行うべき急性期の患者さんが運ば
れてきます。脳卒中に限らず病気は複
雑なので、決して当院だけで患者さん
を治すことはできないと考えています。
松迫　連携無しでは難しいということ

ですよね。
時村  はい。急
性期の治療を行
うのが当院の役
割だとすれば、
退院後の生活を
見据えた患者さ
んの在宅復帰、

機能回復、ＱＯＬ向上を目指す貴院のよ
うな回復期病院が必要です。だからとて
も感謝しています。
松迫　ありがとうございます。私もこの
バトンタッチをいかにスムーズにできる
かが、治療の大きなカギだと思います。

松迫　貴院が去年10月から始められた
連携のスタイルは、とても順調にいって
らっしゃるのでは？
時村　「脳神経外科連携会議」のことで
すね。当院では現在、脳神経外科と救急
科だけが連携会議を行っています。毎
週さまざまな回復期の病院に集まって
いただき、転院の目処がたった患者さ
んの情報共有を行い、連携を深めてい
ます。松迫先生も参加されたことがあり

ますよね？
松迫　はい、初
回に参加しまし
た。ご家族や患
者さんの希望な
どを共有できま
すし、何よりこの
連携会議のおか
げで、患者さんは以前よりも早く、本格
的なリハビリを行うための環境ができ
るようになったのですよね。
時村　そうなんです。回復期の病院で充
実したリハビリを早く行えるのは、患者
さんにとって大きなプラスになります。
松迫　医療連携室も充実しているの
で、貴院でのリハビリや患者さんの情報
もきちんとこちらに届いています。この
連携を大切にしながら、今後も鹿児島
の医療を共に支えていきましょう。

急性期から回復期への
スムーズなバトンタッチ

回復期へのリハビリを早める、
脳神経外科連携会議

  8：30～12：30
14：00～18：00

笹貫
バイパス

南高校

JR
谷山駅

永
田
川

三宅美術館

谷山サザン
ホール

至谷山　
インター↓

  9：00～13：00
14：00～18：00

騎射場電停 荒田八幡電停

荒田八幡
神社

天保山中学校

与次郎ヶ浜
バス停ロイヤルホスト

武道館

陸上
競技場

サンロイヤルホテル

フレスポ

アクロスプラザ与次郎

鹿大水産学部

市立病院 かかりつけ医 「鹿児島医療連携」最前線
鹿児島市立病院では、地域の医療機関（かかりつけ医など）と相互に円滑な連携を はかりながら、患者さんが適切な医療を受けられるよう積極的に取り組んでいます。
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秋分の日も過ぎ、アキアカネの姿も見かけるようになってきました。リニューアルした鹿児島市立病院だよりをお届けいたし
ます。今までとガラリと様相が変わりましたので、手にされて「おや？」と感じられた方も多いかと思います。日々変化して
いく当院の情報をできるだけリアルタイムにお届けできるようにという思いを込めて作成しました。新しい企画も取り入れ、
連携医療機関の先生と当院の医師との対談記事等も載せております。この冊子が皆さまと当院との架け橋になることを願って
今後も紙面作りを行なっていきたいと思います。

編集後記
Editor's notes




